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QRコードからも見られます。 
 

おしなりくん 

今に残る古代東海道と在原業平の伝説について 
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日時：11 月 28 日 木曜日 
 午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

定員：20 名（抽選） 
場所：梅若ゆうゆう館 ホール 
費用：無料 
対象：区内在住の 60 歳以上の方 
講師：すみだ郷土文化資料館 

    学芸員 小山貴子 氏 

募集期間：11 月 1 日～8 日 
※電話または梅若ゆうゆう館受付までお越しください。 

 

～平安時代のすみだと在原業平～ 

梅若ゆうゆう館 5630-8630 

在原業平（ありわらのなりひら）につて 
「業平橋」の名前の由来になった歌人です。（諸説あり。） 
平安時代初期の歌人で平城天皇の孫、六歌仙・三十六歌仙のひとりに 

選ばれています。 
伊勢物語に「昔男ありけり」と謳われた稀代のプレイボーイで、源氏 

物語の光源氏のモデルとされているひとりです。 

～ ちはやぶる 神代も聞かず 竜田川 

からくれなゐに 水くゝるとは ～ 
この歌は、小倉百人一首の 17番目の歌です。 

  

 


